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１２
月
１０
日
に
閉
会
し
た
臨
時
国

会
の
中
で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、

憲
法
を
踏
み
に
じ
り
、
国
民
の
実

態
を
見
ず
、
く
ら
し
を
こ
わ
し
、

平
和
を
破
壊
す
る
岸
田
自
公
政
権

の
正
体
で
す
。 

そ
し
て
い
ま
、
危
険
性
に
気
づ
い

た
多
く
の
国
民
の
怒
り
と
不
信
感

が
広
が
り
、
岸
田
政
権
へ
の
支
持

率
は
つ
い
に
３０
％
を
割
っ
て
さ

ら
に
下
が
り
続
け
、
彼
ら
は
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
岸
田
自
公

政
権
が
、
年
末
に
閣
議
決
定
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
が
「
国
家
安
全

保
障
戦
略
」
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」

「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」
の
安

保
関
連
三
文
書
の
改
定
で
す
。 

そ
の
ホ
ン
ネ
が
政
府
の
諮
問
機

関
で
あ
る
「
国
力
と
し
て
の
防
衛

力
を
総
合
的
に
考
え
る
有
識
者
会

議
」
の
会
議
報
告
に
現
れ
て
い
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
は
、
大
切
な
私
た
ち
の
国
・
日
本
が
、

「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
を
決
意
し
」
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、

わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
」
し
、
第
９

条
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
を
実
現
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
憲
法
を
持
つ
国
と
し
て
の

責
任
を
果
た
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
共
に
、
ど
の
国
も
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
対

話
と
協
力
に
よ
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
の
実
現
に
よ
る
平
和
の

構
築
に
貢
献
し
て
、
世
界
の
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
を
政
府
に
求
め
ま
す
。 

私
た
ち
国
民
は
主
権
者
と
し
て
、
憲
法
を
い
か
し
、
く
ら
し
・
経
済
、
そ
し

て
平
和
を
守
る
た
め
、
力
を
合
わ
せ
て
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。 
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参
考
資
料 

】 

「
国
力
と
し
て
の
防
衛
力
を
総
合
的
に
考
え
る
有
識
者
会
議
」
会
議
報
告
よ
り
、 

〇
印
が
「
提
言
原
案
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
章
で
す
。 

★
印
は
、
佐
々
江
賢
一
郎
氏
（
「
国
力
と
し
て
の
防
衛
力
を
総
合
的
に
考
え
る
有

識
者
会
議
」
の
座
長
・
元
外
務
次
官
・
元
駐
米
大
使
・
日
本
国
際
問
題
研
究
所

理
事
長
が
第
３
回
目
の
「
会
議
」
で
示
し
た
「
議
論
の
整
理
」
か
ら
抜
粋
し
ま

し
た
。 

☆
印
は
、
「
提
言
原
案
」
に
記
載
さ
れ
た
内
容
が
何
を
表
し
て
い
る
か
を
説
明
す

る
た
め
に
書
き
ま
し
た
。 

≪ 

防
衛
力
の
強
化 

≫ 

〇
５
年
以
内
に
防
衛
力
を
抜
本
的
に
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

★
「
国
力
に
応
じ
た
防
衛
力
と
言
う
議
論
で
は
な
く
、
今
の
緊
急
的
な
情
勢
の

中
で
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
く
努
力
が
必
要
」 

〇
反
撃
能
力
の
保
有
と
増
強
が
抑
止
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
不
可
欠
。
国

産
の
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
改
良
や
外
国
製
ミ
サ
イ
ル
の
購
入
に
よ

り
、
今
後
５
年
を
念
頭
に
で
き
る
限
り
早
期
に
十
分
な
数
の
ミ
サ
イ
ル
を
装

備
す
べ
き
だ
。 

★
「
反
撃
能
力
を
保
有
す
る
こ
と
自
体
を
議
論
す
る
と
い
う
の
は
も
う
遅
く
、

む
し
ろ
、
そ
の
能
力
を
ど
の
よ
う
に
し
て
発
動
す
る
の
か
が
重
要
」

 
 
 
 

〇
防
衛
産
業
は
防
衛
力
そ
の
も
の
だ
。
よ
り
積
極
的
に
育
成
・
強
化
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。 

★
「
防
衛
産
業
の
強
化
に
つ
い
て
、
企
業
努
力
が
報
わ
れ
る
枠
組
み
を
整
え
る

こ
と
で
、
防
衛
産
業
に
携
わ
る
企
業
が
成
長
事
業
と
し
て
取
り
組
め
る
環

境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪ 

縦
割
り
を
打
破
し
た
総
合
的
な
防
衛
体
制
の
強
化 

≫

 
 
 
 

★
「
科
学
技
術
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
自
衛
隊
だ
け
で
は
実
施
で
き
な
い
政

策
は
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
を
整
合
性
あ
る
形
で
実
施
す
る
た
め
に

は
政
府
の
司
令
塔
機
関
、
特
に
内
閣
官
房
の
機
能
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
」 

〇
有
事
に
お
け
る
防
衛
相
に
よ
る
海
保
に
対
す
る
統
制
、
そ
れ
に
基
づ
く
海

保
と
自
衛
隊
の
連
携
も
極
め
て
重
要
だ
。 

〇
縦
割
り
を
打
破
し
、
政
府
と
大
学
、
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
防
衛
力
の
強

化
に
つ
な
が
る
研
究
開
発
を
進
め
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。 

☆ 

こ
れ
は
、
い
ま
岸
田
政
権
が
「
経
済
安
全
保
障
」
の
名
の
も
と
に
日
本

の
防
衛
、
産
業
、
学
術
の
一
体
化
「
軍
産
学
複
合
体
」
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

〇
南
西
諸
島
の
港
湾
や
空
港
な
ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
は
安
保
上
の
重
要
な
機

能
を
担
い
得
る
。
平
時
か
ら
政
府
全
体
で
備
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。 

〇
防
衛
力
強
化
を
補
完
す
る
不
可
分
一
体
の
取
り
組
み
に
関
す
る
経
費
を
、

総
合
的
な
防
衛
体
制
の
強
化
に
資
す
る
経
費
（「
総
合
的
防
衛
費
」）
と
し

て
計
上
・
把
握
す
る
。
各
年
度
の
概
算
要
求
で
特
別
な
要
望
枠
を
設
け
る

な
ど
大
胆
な
措
置
を
講
じ
る
。 

★
地
方
自
治
体
の
意
識
改
革
は
、
防
衛
力
強
化
の
重
要
な
課
題 

 
 
 

≪ 

経
済
財
政
の
在
り
方 

≫ 

〇
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
は
、
安
定
し
た
財
源
確
保
が
基
本
だ
。 

〇
ま
ず
は
歳
出
改
革
に
よ
り
財
源
を
捻
出
し
て
い
く
こ
と
を
優
先
的
に
検
討

す
べ
き
だ
。
足
ら
ざ
る
部
分
に
つ
い
て
は
国
民
全
体
で
負
担
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
国
債
に
依
存
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

〇
財
源
の
一
つ
と
し
て
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
の

実
現
に
向
け
た
企
業
努
力
に
水
を
差
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
議
論
を
深
め

る
べ
き
だ
。 

 



- 2 - 

 

 
・  

 

近
畿
２
府
４
県(

大
阪
府
、
京
都
府
、
兵

庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
滋
賀
県)

の

安
保
破
棄
実
行
委
員
会
合
同
で
開
催
す
る
連

続
学
習
会
第
８
弾
を 

２
０
２
３
年
２
月

２５
日(

土)

の
１４
時
か
ら
１６
時
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。 

 
安
保
関
連
三
文
書
《
「
国
家
安
全
保
障
戦

略(
Ｎ
Ｓ
Ｓ)

」
、
「
国
家
防
衛
戦
略(

Ｎ
Ｄ

Ｓ)

」
※
現
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
、
「
防
衛

力
整
備
計
画
」
※
現
「
中
期
防
衛
力
整
備
計

画
」
》
を
、
こ
の
年
末
に
政
府
が
改
定
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
身
は
ま
さ
に
、

日
本
を
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
戦
争
す
る
国
へ

と
大
き
く
進
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
や
、
そ
の
具
体

的
軍
備
の
整
備
計
画
、
５
年
間
で
４３
兆
円

と
も
な
る
軍
事
費
の
大
増
額
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
る
見
通
し
で
す
。
日
米
軍
事
一
体
化
が

さ
ら
に
進
む
内
容
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
学
習
会
で
は
、
こ
の
「
安
保
関
連

三
文
書
」
に
関
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
布
施
祐
仁
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

布
施
さ
ん
は
、
そ
の
著
書
「
日
米
同
盟
・
最
後
の
リ
ス
ク
―
な
ぜ
米
軍
の
ミ

サ
イ
ル
が
日
本
に
配
備
さ
れ
る
の
か
」（「
戦
後
再
発
見
」
双
書
⑩ 

創
元
社
）

の
中
で
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
日
本
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
が
意
味
す
る
こ
と
を

詳
し
く
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
６
０
年
代
に
自
衛
隊
が
秘
密
裏
に
行
っ
て
い

た
、
朝
鮮
半
島
有
事
を
想
定
し
た
作
戦
研
究
・
図
上
演
習
「
三
矢
研
究
」
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
と
現
在
に
通
じ
る
中
身
を
示
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
戦
略

に
日
本
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
歴
史
的
な
流
れ
を
、
情
報
公
開
請
求
を
駆
使
し

て
得
た
機
密
文
書
な
ど
か
ら
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
各
地
へ
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
は
日
本
を
守
る
ど
こ
ろ
か
、
日
本
を
戦
場
に

す
る
危
険
が
現
実
と
な
る
動
き
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

今
回
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
安
保
関
連
三
文
書
」
の
改
定
は
、
こ
の
流

れ
を
完
結
し
、
憲
法
に
反
し
て
突
き
進
も
う
と
す
る
も
の
で
す
。
是
非
、
学
習

会
へ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
危
険
性
を
学
び
、
広
く
知
ら
せ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
で
す
が
、
大
阪
会
場
を

設
け
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
大
阪
安
保
Ｈ
Ｐ
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 
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12月 

20日(火) 明るい民主大阪府政をつくる会 団体地域代表者会議 

18:30～ 大阪グリーン会館 オンラインへ併用 

21日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～ 民医連会議室 

23日(金) 大阪安保23定例宣伝行動 12:00～  淀屋橋 

24日(土) 近畿安保合同会議 10:00～ オンライン 

 

 

2023年 

1月 

11日(水) 原発0の会・大阪 イレブンアクション 

18日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～ 

23日(月) 大阪安保23定例宣伝行動 12:00～  淀屋橋 

25日(水) 近畿安保合同会議 14:00～ 

28日(土)「2023年学習と運動交流の集い」 

(安保破棄実行委員会全国代表者会議) 

13:00～16:00 全国教育文化会館 

 

2月 

15日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～ 

22日(水) 大阪安保23定例宣伝行動 12:00～  淀屋橋 

25日(土) 近畿安保合同連続学習会第8弾 

「安保関連三文書を読む(仮)」14:00～16:00 

大阪革新懇2022年度総会 13:30～ 大阪グリーン会館 

 

 

3月 

11日(土) なくせ原発おおさか集会2023  

14:00～16:00 エルシアター 集会後パレード(中之島まで) 

 

近畿安保合同連続学習会第 8 弾のお知らせ 

(仮) 

１１月の安保破棄大阪実行委員会23定例宣伝行動を １１月２２日の昼12時からいつもと同

じく大阪市庁舎近くの淀屋橋で行いました。今回で通算409回目の23行動となります。ビラ配布

と「辺野古新基地建設工事の中止と普天間基地の無条件撤去を求める請願」署名協力を呼びか

け、プラスターなどをもってのスタンディング宣伝、弁士による訴えを９人の参加で行いまし

た。弁士は、大阪憲法会議、大阪AALA、日本共産党大阪府委員会、大阪のうたごえ協議会から出

していただきました。 

物価高騰の対策よりも軍拡をすすめようとする政府

に対する批判、攻められないようにする外交努力こそ

必要、今政府が進めようとしていることは日本が戦場

になる危険性を増すこと などを道行く人たちに訴え

かけました。 

 次回の宣伝行動は、12月23日(金)の12時から、

淀屋橋で行う予定です。 

 


